
全国新幹線鉄道整備法に基づき計画を推進

•平成23年5月 国土交通大臣より当社に中央新幹線の建設•平成23年5月、国土交通大臣より当社に中央新幹線の建設
指示が出されました。

基本計画
交通政策審議会において1年2ヵ月（20回）

基本計画

調査・報告

交通政策審議会 お 年 ヵ月（ 回）
にわたり審議されました。
・ 超電導リニア技術
・ 環境保全
・ 費用対効果（建設費等）
・ JR東海の事業遂行能力
・ 東日本大震災を踏まえた影響 など

営業主体・建設主体指名

整備計画

建設の指示

国土交通大臣が決定等

工事実施計画

環境影響評価の実施



・中央新幹線（東京都・名古屋市間）計画の内容

超電導リニアによる中央新幹線計画

中央新幹線（東京都 名古 市間）計画 容

名称及び種類
名称：中央新幹線（東京都・名古屋市間）
種類：新幹線鉄道の建設（環境影響評価法第一種事業）
起 点：東京都港区

事業実施区域の起終点

起 点：東京都港区
終 点：愛知県名古屋市
主要な経過地：甲府市付近、

赤石山脈（南アルプス）中南部赤石山脈（南アルプス）中南部
走行方式 超電導磁気浮上方式

最高設計速度 ５０５キロメートル／時

概略 路線 東京都 名古 市・概略の路線（東京都・名古屋市間）

岐阜県
長野県

山梨県

神奈川県

東京都

愛知県
静岡県

神奈川県

愛知県

計画路線
山梨リニア実験線
駅



岐阜県の路線概要

１．路線の絞り込み

概略の路線内において 超電導リニアの超高速性を踏まえ

１）超電導リニアの技術的制約条件等

路線の絞り込み

・概略の路線内において、超電導リニアの超高速性を踏まえ、
できる限り短い距離で結ぶことを基本としました。

主要線形条件として 最小曲線半径は８ ０００ 最急勾配・主要線形条件として、最小曲線半径は８，０００m、最急勾配
は４０‰で計画しました。

活断層は回避 もしくは通過延長をできる限り短くし 近接

２）地形・地質等の制約条件

・活断層は回避、もしくは通過延長をできる限り短くし、近接

して並行することは避けて計画しました。また、トンネル坑口
はできる限り地形 地質的に安定した箇所を選定しましたはできる限り地形、地質的に安定した箇所を選定しました。

・地上部で交差する主要河川は、約６０度以上の交差角と
することを基本としました また 湖をできる限り回避するすることを基本としました。また、湖をできる限り回避する
計画としました。



岐阜県の路線概要

１．路線の絞り込み

生活環境 自然環境 水環境 土壌環境 文化財等への

３）環境要素等による制約条件

路線の絞り込み

・生活環境、自然環境、水環境、土壌環境、文化財等への
影響をできる限り回避・低減し、市街化、住宅地化が進展
している地域をできる限り回避するよう計画しましたしている地域をできる限り回避するよう計画しました。

・自然公園区域等を回避する、もしくはやむを得ず通過する
場合でもトンネル構造とするなどできる限り配慮する計画場合でもトンネル構造とするなどできる限り配慮する計画
としました。

・駅は、選定した路線上において、技術的に設置可能である

２．駅位置の絞り込み

駅は、選定した路線上において、技術的に設置可能である
こと、利便性が確保されること、環境への影響が少ないこと
を満たす位置で、地方自治体からの要望に配慮して計画
しました。



岐阜県の路線概要

地上部６ ５ｋ トンネル部４８ ６ｋ の路線計画です・地上部６．５ｋｍ、トンネル部４８．６ｋｍの路線計画です。

中津川市
可児市

御嵩町
中部車両基地（工場）

瑞浪市多治見市
岐阜県駅

恵那市
瑞浪市

土岐市

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例

計画路線（地 部）

岐阜県駅

中部車両基地（工場）

非常口（山岳部）

変電施設変電施設



地上部６ ５ｋ トンネル部４８ ６ｋ の路線計画です

岐阜県の路線概要

・地上部６．５ｋｍ、トンネル部４８．６ｋｍの路線計画です。
（東部）

中津川市

苗木城跡

計画路線（トンネル部）
凡例

恵那市

計画路線（地上部）

岐阜県駅

中部車両基地（工場）

非常口（山岳部）非常口（山岳部）

変電施設



地上部６ ５ｋ トンネル部４８ ６ｋ の路線計画です

岐阜県の路線概要

・地上部６．５ｋｍ、トンネル部４８．６ｋｍの路線計画です。
（西部）

可児市
御嵩町

可児市

瑞浪市土岐市
多治見市

凡例

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

非常口（山岳部）

変電施設

凡例

変電施設



・岐阜県駅は、ＪＲ中央本線美乃坂本駅に近接する中津川市千旦林地

岐阜県の路線概要

岐阜県駅は、Ｊ 中央本線美乃坂本駅に近接する中津川市千旦林地
区に計画しました。

・中部車両基地（工場）は、同地区の丘陵地に計画しました。

中津川市
第１木曽川橋梁

第２木曽川橋梁

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

岐阜県駅

凡例

岩屋堂のシデコブシ群生地

非常口（山岳部）

岐阜県駅

中部車両基地（工場）

非常口（山岳部）

変電施設
岐阜県駅

中部車両基地（工場）

岩屋堂のシデ ブシ群生地

ＪＲ美乃坂本駅 中津川ＩＣ



岐阜県内（中津川市）の路線概要 中津川

長野県
木曽郡
南木曽町

山口

非常口（山岳部）

第１木曽川橋梁

凡例

瀬戸
計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

非常口（山岳部）

凡例



岐阜県内（中津川市）の路線概要 中津川

第１木曽川橋梁

瀬戸

非常口（山岳部）

落合ダム

凡例

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

非常口（山岳部）

凡例



岐阜県内（中津川市）の路線概要 中津川

瀬戸苗木城跡●

玉蔵橋非常口（山岳部）
変電施設

第２木曽川橋梁中津川市
環境センター
●

変電施設

駒場

中津川駅

堂 デ ブ

中部車両基地（工場）

岩屋堂のシデコブシ群生地
●

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

中部車 基地（ 場）

凡例

中部車両基地（工場）

非常口（山岳部）

変電施設



岐阜県内（中津川市）の路線概要 中津川

中部車両基地（工場）

千旦林
岐阜県駅

茄子川 回送線分岐

恵那市
計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例

岐阜県駅

中部車両基地（工場）



岐阜県内（恵那市）の路線概要 恵那

中部車両基地（工場）

中津川市
岐阜県駅

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例

大井町
岐阜県駅

中部車両基地（工場）



岐阜県内（恵那市）の路線概要 恵那

大井町

非常口（山岳部）

長島町中野
旭ヶ丘

長島町久須見 阿木川橋梁

凡例

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

非常口（山岳部）

凡例



岐阜県内（恵那市）の路線概要 恵那

武並町藤武並町藤

藤川

竹折ダム

瑞浪市

ＪＲ中央本線

瑞浪市
計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例



岐阜県内（瑞浪市）の路線概要

恵那市

瑞浪

恵那市

大湫町

釜戸町

大湫町

竜吟湖

計画路線（トンネル部）
凡例



岐阜県内（瑞浪市）の路線概要 瑞浪

日吉町

日吉防災ダム

非常口（山岳部）
日吉町

南垣外

ウラン鉱床

ウラン鉱床

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

凡例



岐阜県内（瑞浪市）の路線概要 瑞浪

松野湖

飛騨木曽川国定公園

ウラン鉱床

御嵩町

日吉町

飛騨木曽川国定公園

可児市

土岐市

計画路線（トンネル部）

凡例



岐阜県内（土岐市周辺）の路線概要 土岐

松野湖

御嵩町
瑞浪市

可児市
泉町定林寺

土岐市

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例



岐阜県内（御嵩町）の路線概要 御嵩

ウラン鉱床

瑞浪市

可児川

瑞浪市

可児市

次月美佐野
宿

可児市

土岐市土岐市

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例



岐阜県内（可児市）の路線概要 可児

御嵩町

久々利

小渕ダム

八坂入彦命墓
●

柿下

土岐市

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例



岐阜県内（可児市）の路線概要 可児

桂ケ丘

非常口（山岳部）
換気施設

皐ケ丘星見台

大森

桜ケ丘

大森

多治見市

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

凡例



岐阜県内（多治見市）の路線概要 多治見

可児市
大針町

可児市

非常口（山岳部）
換気施設

変電施設

凡例

換気施設

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

変電施設

凡例



岐阜県内（多治見市）の路線概要 多治見

非常口（山岳部）
換気施設換気施設

愛知県
犬山市

北小木町北小木町

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

凡例
愛知県
春日井市

愛知県
小牧市



岐阜県内の構造種別と主要な施設

構造種別・主要な施設 数量構造種別・主要な施設 数量

地上部 ６．５ｋｍ

トンネル ４８．６ｋｍ

駅 １箇所駅 １箇所

車両基地
（工場 保守基地含む）

１箇所
（工場、保守基地含む）

１箇所

変電施設 ２箇所

非常口（山岳部） ７箇所



岐阜県駅の概要

• 敷地として 延長約1 3km 最大幅約50m 高さ約20～30m• 敷地として、延長約1.3km、最大幅約50m、高さ約20～30m、
面積約6haを想定しています。

約50m.約

回送線

約20 30.約20～30m



高架橋・橋梁の概要

• 桁式高架橋と新形式高架橋は、交差条件及び高さに応じて設置桁式高架橋と新形式高架橋は、交差条件及び高さに応じて設置
箇所を設定します。

• 一方で、河川、道路等で交差する橋梁は、地形等を考慮し、個別の
構造を採用します。

• 環境対策工（防音壁、防音防災フード）は、周辺の土地利用状況を
踏まえて計画します踏まえて計画します。

桁式高架橋 新形式高架橋

防音壁設置部 防音防災フード設置部 防音壁設置部 防音防災フード設置部



• 橋脚を支える場所打ち杭等の基礎 橋脚の躯体コンクリ トを打設

高架橋・橋梁の施工概要

• 橋脚を支える場所打ち杭等の基礎、橋脚の躯体コンクリートを打設
し、桁を架ける工法、あるいは、場所打ち工法により施工します。

工事施工ヤ ドの幅として22 を標準に考えています• 工事施工ヤードの幅として22mを標準に考えています。

１ 基礎構築 ２ 躯体構築（下部） ３ 躯体構築（上部）



山岳トンネルの施工概要
１ 掘削、発生土運搬１ 掘削、発生土運搬

• 標準的な工法であるNATM
（ナトム）を基本とする計画です。

• NATMは、トンネル周辺の
ブレーカー

ホイールローダー

ダンプトラックトンネル削孔機

地山の持つ支保力を利用して、
安全にトンネルを掘削する
工法です

２ コンクリート吹付２ コンクリート吹付

工法です。
コンクリート吹付

コンクリート吹付機 コンクリートミキサー車

３ ロックボルト打込み、防水処理、覆工コンクリート打設

ロックボルト

コンクリ ト吹付機 コンクリ トミキサ 車

３ ロックボルト打込み、防水処理、覆工コンクリート打設

覆工コンクリート
防水シート

ロックボルト

ロックボルト削孔機

防水工・覆工コンクリート型枠

コンクリートミキサー車



非常口（山岳部）の施工概要

１ 非常口掘削１．非常口掘削

• 山岳トンネルの施工に際して、
一部区域においては、
非常口からトンネル本坑へ
掘り進めます掘り進めます。

• 工事施工ヤードの周囲には
工事用のフ ンスを設置する

２．本坑掘削
工事用のフェンスを設置する
とともに、発生土の仮置き、
濁水処理設備の設置等を濁水処理設備の設置等を
予定しています。



中部車両基地（工場）の概要 中津川

 

保守基地の概要

• 車両の留置、検査、整備等を行うため、留置線、検査庫、臨時修繕車両の留置、検査、整備等を行うため、留置線、検査庫、臨時修繕
庫等の設備及び工場を設置します。

• 保守基地を併設するとともに、本線と車両基地を接続する回送線を
敷設します。

• 敷地面積は、約65haを想定しています。



換気施設の概要 可児、多治見

通路

開閉設備

• 一部の非常口には、供用時のトンネル内の換気を行うための換気施
設を設置します。

• 換気施設内には、換気設備、消音設備、多孔板、開閉設備を
設置し、騒音や微気圧波、低周波音の影響を低減します。

• 可児市大森地区、多治見市大針町地区に設置します。



変電施設の概要 中津川、多治見

• 列車の制御に必要な電力を供給するために、路線沿線に20～40km 
程度の間隔で設置します。

• 敷地面積は、約3ha を想定しています。

• 中津川市駒場地区、多治見市大針町地区に設置します。



岐阜県内での環境影響評価項目
影響要因の区分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

建働 資る 切既 ト事 ド道 鉄ン在 鉄表式 鉄上 鉄車気施 鉄車気用 列すく 列する

環境要素の区分
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二酸化窒素
遊

○ ○ ○

大気
環境

大気質 浮遊粒子状物質
○ ○ ○

粉じん等 ○ ○

騒音 騒音 ○ ○ ○ ○

振動 振動 ○ ○ ○ ○ ○

微気圧波 微気圧波 ● ○

低周波音 低周波音 ○

環境の自然的構成

要素の良好な状態

の保持を旨として

調査・予測及び評

価されるべき環境

要素

低周波音 低周波音 ○

水環境

水質
水の濁り ○ ○ ○

水の汚れ ○ ○ ○

水底の底質 水底の底質 ○

地下水
地下水の水質及び水
位

○ ○ ○

水資源 水資源 ○ ○ ○要素 水資源 水資源 ○ ○ ○

土壌に
係る
環境
その他
の環境

地形及び地質重要な地形及び地質 ○ ○ ○ ○ ○

地盤 地盤沈下 ○ ○

土壌 土壌汚染 ○ ○

その他の

日照阻害 ○ ○

電波障害 ○ ○
の環境 環境要素 文化財 ○ ○ ○ ○

磁界 ○
生物の多様性の確

保及び自然環境の

体系的保全を旨と

して調査・予測及

び評価されるべき

動物
重要な種及び
注目すべき生息地

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物 重要な種及び群落 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域を特徴づけるび評価されるべき

環境要素
生態系

地域を特徴づける
生態系

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人と自然との豊か

な触れ合いの確保

を旨として調査・

予測及び評価され

るべき環境要素

景観
主要な眺望点及び
景観資源並びに
主要な眺望景観

○ ○ ○

人と自然との触れ合
いの活動の場

主要な人と自然との
触れ合いの活動の場

○ ○ ○るべき環境要素 いの活動の場 触れ合いの活動の場

環境への負荷の量

の程度により予測

及び評価されるべ

き環境要素

廃棄物等
建設工事に伴う副産
物

○ ○

廃棄物等 ○

温室効果ガス 温室効果ガス ○ ○ ○



大気質の予測結果

●工事の実施（建設機械の稼働）

二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び粉じん等については、計画施設
（山岳ト ネ 非常 高架橋 橋梁 車両基地等） 付近（ 地点）

●工事の実施（建設機械の稼働）

（山岳トンネル、非常口、高架橋・橋梁、車両基地等）の付近（１８地点）
で予測を行いました。
予測結果は 環境基準等を下回ります

酸化窒素 浮遊粒子状物質

予測結果は、環境基準等を下回ります。

■予測結果（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）

二酸化窒素 浮遊粒子状物質

予測最大値 基準値 適合状況 予測最大値 基準値 適合状況

日平均値の 日平均値の
0.047 ppm

日平均値の
年間98％値が
0.06ppm以下

○ 0.047 mg/m3
日平均値の

年間2％除外値が
0.10mg/m3以下

○

■予測結果（粉じん等）

予測最大値 降下ばいじん量の参考値 適合状況予測最大値 降下ばいじん量の参考値 適合状況

7.86 t/km2/月 10 t/km2/月 ○



大気質の予測結果

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び粉じん等については、
車両 運行 ト上 地点（ 地点） 予測を行 ま た車両の運行ルート上の地点（１３地点）で予測を行いました。
予測結果は、環境基準等を下回ります。

酸化窒素 浮遊粒子状物質

■予測結果（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）

二酸化窒素 浮遊粒子状物質

予測最大値 基準値 適合状況 予測最大値 基準値 適合状況

日平均値の 日平均値の
0.029 ppm

日平均値の
年間98％値が
0.06ppm以下

○ 0.045 mg/m3
日平均値の

年間2％除外値が
0.10mg/m3以下

○

■予測結果（粉じん等）

予測最大値 降下ばいじん量の参考値 適合状況予測最大値 降下ばいじん量の参考値 適合状況

2.70 t/km2/月 10 t/km2/月 ○



大気質の主な環境保全措置

●工事の実施（建設機械の稼働）

・排出ガス対策型建設機械の稼働
び

●工事の実施（建設機械の稼働）

・建設機械の点検及び整備による性能維持 など

・資材及び機械の運搬に用いる車両の点検及び

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

資材及び機械の運搬 用 る車両の点検及び
整備による性能維持、運行計画の配慮
・荷台への防塵シート敷設及び散水 など



大気質の予測結果・主な環境保全措置

●鉄道施設（車両基地）の供用

中津川

●鉄道施設（車両基地）の供用

二酸化窒素、浮遊粒子状物質については、鉄道施設（車両基地）
の付近で予測を行いました

■予測結果（二酸化窒素 浮遊粒子状物質）

の付近で予測を行いました。
予測結果は、環境基準を下回ります。

二酸化窒素 浮遊粒子状物質

■予測結果（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）

予測最大値 基準値 適合状況 予測最大値 基準値 適合状況

0.026 ppm
日平均値の
年間98％値が ○ 0.068 mg/m3

日平均値の
年間2％除外値が ○0.026 ppm 年間98％値が

0.06ppm以下
○ 0.068 mg/m 年間2％除外値が

0.10mg/m3以下
○

●主な環境保全措置●主な環境保全措置

・排出ガス処理施設の点検及び整備による性能維持



騒音の予測結果

●工事の実施（建設機械の稼働）●工事の実施（建設機械の稼働）

岐阜県内の１８地点で予測を行いました。
予測結果は 騒音規制法等の基準値以下になります

■予測結果

予測結果は、騒音規制法等の基準値以下になります。

予測最大値 基準又は目標 適合状況

80 dB 85 dB ○

岐阜県内１３地点で予測を行いました。

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

騒音の予測結果は、一部の地点で環境基準を上回りますが、
工事による寄与は小さく、影響は軽微なものとなります。



振動の予測結果

●工事の実施（建設機械の稼働）●工事の実施（建設機械の稼働）

岐阜県内では１８地点では予測を行いました。
予測結果は 振動規制法等の基準値以下になります予測結果は、振動規制法等の基準値以下になります。

■予測結果

予測最大値 基準又は目標 適合状況

72 dB 75 dB ○

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

岐阜県内では１３地点で予測を行いました。

■予測結果

予測結果は、振動規制法等の要請限度以下になります。

予測最大値 要請限度 適合状況

43 dB 65 dB ○

予測結果



騒音・振動の予測位置（中津川市） 中津川

①

車両台数
①最大480台/日
②最大280台/日①

計画路線（トンネル部）

②

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

計画路線（地上部）

工事用車両ルート

車両の運行に係る予測地点



騒音・振動の予測位置（中津川市） 中津川

③

④

車両台数
③最大320台/日
④最大528台/日
⑤最大432台/日

計画路線（トンネル部）

⑤

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

計画路線（地上部）

工事用車両ルート

車両の運行に係る予測地点



騒音・振動の予測結果（中津川市）

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

中津川

市町村名 路線名
等価騒音レベル(LAeq)（dB）

■予測結果（騒音）

事 実施（資材及 機械 搬 用 車両 行）

市町村名 路線名
現況値 寄与分 予測値 環境基準

① 市道二升蒔・圦線 60 5.4 65 65
② 市道落合150号線 60 2.4 62 65

中津川市

② 市道落合 号線

③ 県道6号 67 0.6 68 70
④ 国道257号 67 0.6 68 70
⑤ 市道坂本270号線 68 1.4 69 65

ジ 値

■予測結果（振動）

市町村名 路線名
振動レベルの80％レンジの上端値L10（dB）

現況値 寄与分 予測値 要請限度

① 市道二升蒔・圦線 18 22.1 40

中津川市

① 市道 升蒔 圦線

65
② 市道落合150号線 36 7.3 43
③ 県道6号 32 1.7 34
④ 国道257号 38 1.4 39
⑤ 市道坂本270号線 28 3.1 31



騒音・振動の予測位置（恵那市） 恵那

①②
車両台数車両台数
①最大496台/日
②最大256台/日
③最大552台/日

③

③最大552台/日

計画路線（トンネル部）計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

計画路線（地上部）

工事用車両ルート

車両の運行に係る予測地点



騒音・振動の予測結果（恵那市）

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

恵那

等価騒音レベル(LA ) （dB）

■予測結果（騒音）

事 実施（資材及 機械 搬 用 車両 行）

市町村名 路線名
等価騒音レベル(LAeq) （dB）

現況値 寄与分 予測値 環境基準

恵那市

① 市道原・前田線 63 1.7 65 65
② 県道72号 70 0 4 70 70恵那市 ② 県道72号 70 0.4 70 70
③ 国道418号 63 2.7 66 70

■予測結果（振動）

市町村名 路線名
振動レベルの80％レンジの上端値L10（dB）

現況値 寄与分 予測値 要請限度現況値 寄与分 予測値 要請限度

恵那市

① 市道原・前田線 34 3.7 38
65② 県道72号 25 1.3 26

③ 国道418号 16 8 5 25③ 国道418号 16 8.5 25



騒音・振動の予測位置（瑞浪市） 瑞浪

車両台数
①最大464台/日

①

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

車両の運行に係る予測地点



騒音・振動の予測結果（瑞浪市） 瑞浪

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

等価騒音レベル(LA ) （dB）

■予測結果（騒音）

市町村名 路線名
等価騒音レベル(LAeq) （dB）

現況値 寄与分 予測値 環境基準

瑞浪市 ① 市道南垣外・北野線 58 6.0 64 65

■予測結果（振動）

市町村名 路線名
振動レベルの80％レンジの上端値L10（dB）

現況値 寄与分 予測値 要請限度

予測結果（振動）

瑞浪市 ① 市道南垣外・北野線 17 19.3 36 65



騒音・振動の予測位置（御嵩町、可児市） 土岐、御嵩、
可児

①

②

③
計画路線（トンネル部）

③

車両台数
①最大480台/日 工事用車両ル ト

非常口（山岳部）

計画路線（地上部）

①最大480台/日
②最大232台/日
③最大464台/日

工事用車両ルート

車両の運行に係る予測地点



騒音・振動の予測結果（御嵩町、可児市）

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

土岐、御嵩、
可児

■予測結果（騒音）

事 実施（資材及 機械 搬 用 車両 行）

市町村名 路線名
等価騒音レベル(LAeq) （dB）

現況値 寄与分 予測値 環境基準

御嵩町 ① 国道 1号 71 1 72 70御嵩町 ① 国道21号 71 1.0 72 70

可児市
② 県道84号 70 0.4 70 70
③ 県道83号 68 1.2 69 70

■予測結果（振動）

市町村名 路線名
振動レベルの80％レンジの上端値L10（dB）

現況値 寄与分 予測値 要請限度

御嵩町 ① 国道21号 25 2.6 28
65

可児市
② 県道84号 31 1.3 32
③ 県道83号 30 2.7 33



騒音・振動の予測位置（多治見市） 多治見

①
車両台数
①最大208台/日

計画路線（トンネル部））

非常口（山岳部）

工事用車両ルート

車両の運行に係る予測地点



騒音・振動の予測結果（多治見市） 多治見

■予測結果（騒音）

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

市町村名 路線名
等価騒音レベル(Laeq) （dB）

現況値 寄与分 予測値 環境基準

■予測結果（騒音）

現況値 寄与分 予測値 環境基準

多治見市 ① 市道513600線 64 1.0 65 60

振動レベルの80％レンジの上端値L （dB）

■予測結果（振動）

市町村名 路線名
振動レベルの80％レンジの上端値L10（dB）

現況値 寄与分 予測値 要請限度

多治見市 ① 市道513600線 32 2.5 35 65



騒音・振動の主な環境保全措置

●工事の実施（建設機械の稼働）

・低騒音・低振動型建設機械の採用
・仮囲い・防音シート等の設置による遮音対策

●工事の実施（建設機械の稼働）

・仮囲い・防音シート等の設置による遮音対策
・建設機械の点検・整備による性能維持 など

・資材及び機械の運搬に用いる車両の点検及び整備による

●工事の実施（資材及び機械の運搬に用いる車両の運行）

性能維持、運行計画の配慮
・資材及び機械の運搬に用いる車両及び運行ルートの分散 など



騒音・振動の予測結果・主な環境保全措置

●存在及び供用（鉄道施設（換気施設）の供用） 可児、多治見

岐阜県内では２地点で予測を行いました。

予測結果は、騒音規制法等及び振動規制法等の基準値以下に

●存在及び供用（鉄道施設（換気施設）の供用）

予測結果は、騒音規制法等及び振動規制法等の基準値以下に
なります。

■予測結果（騒音）

換気口からの距離 予測最大値 基準値 適合状況

20 m 32 dB 45 dB ○

予測結果（騒音）

基準点からの距離 予測最大値 基準値 適合状況

■予測結果（振動）

○

基準点からの距離 予測最大値 基準値 適合状況

10 m ＜30 dB 55 dB ○

●主な環境保全措置

・環境対策型換気施設の採用
換気施設の点検 整備による性能維持 など

●主な環境保全措置

・換気施設の点検・整備による性能維持 など



騒音の予測結果

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）

岐阜県内では７地点で予測を行い、結果は市町の代表地点で
６２～７６ｄＢとなります

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）

６２～７６ｄＢとなります。

防音壁や防音防災フードの設置の他、沿線の土地利用対策や
個別家屋対策等の総合的な騒音対策の実施により、環境基準との
整合を図るよう努めます。



列車の走行に係る騒音の予測地点（中津川市） 中津川

01

02

03

計画路線（地上部）計画路線（地上部）

計画路線（トンネル部）

列車の走行に係る予測地点（市町の主な代表地点）

非常口（山岳部）

列車の走行に係る予測地点（市町の主な代表地点）

列車の走行に係る予測地点（路線近傍の学校、病院等）



列車の走行に係る騒音の予測結果（中津川市）

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）（市町の主な代表地点）

中津川

■予測結果

所在地
ガイドウェイ中
心からの距離

高架橋
高さ

都市計画区域
指定状況

環境対策工 予測値

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）（市町 主な代表地点）

心からの距離 高さ 指定状況

01
中津川市
瀬戸

25m
約15m 非線引き区域 防音防災フード

65dB
50m 62dB

02
中津川市

約160m 約10m 非線引き区域 防音壁（3 5m） 76dB02
茄子川

約160m 約10m 非線引き区域 防音壁（3.5m） 76dB

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）（路線近傍の学校、病院等）
■予測結果

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）（路線近傍 学校、病院等）

対象施設 所在地
ガイドウェイ
中心からの

高架橋 都市計画区域
環境対策工 予測値対象施設 所在地 中心からの

距離
高さ 指定状況

環境対策工 予測値

03

子ども家庭支援
センター麦の穂

（麦 穂学園）

中津川市
千旦林

約70m 約20m 非線引き区域
防音防災
フード

62dB
（麦の穂学園） 千旦林 フ ド

●主な環境保全措置

・沿線土地利用対策、個別家屋対策
・防音壁、防音防災フードの設置 など



列車の走行に係る騒音の予測地点（恵那市） 恵那

01

02

計画路線（地上部）

計画路線（トンネル部）

列車の走行に係る予測地点（市町の主な代表地点）

非常口（山岳部）



列車の走行に係る騒音の予測結果（恵那市）
●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）（市町の主な代表地点）

恵那

■予測結果

所在地
ガイドウェイ中 高架橋 都市計画区域

環境対策工 予測値所在地
心からの距離 高さ 指定状況

環境対策工 予測値

01
恵那市
大井町

約150m 約10m 非線引き区域 防音壁（3.5m） 76dB

25 市街化区域 66dB
02

恵那市
大井町

25m
約10m

市街化区域
（第一種低層住居
専用地域）

防音防災フード
66dB

50m 63dB

・沿線土地利用対策 個別家屋対策

●主な環境保全措置

沿線土地利用対策、個別家屋対策
・防音壁、防音防災フードの設置 など



列車の走行に係る騒音の予測地点（御嵩町、可児市）
御嵩、可児

01

02

計画路線（地上部）

計画路線（トンネル部）

列車の走行に係る予測地点（市町の主な代表地点）列車の走行に係る予測地点（市町の主な代表地点）



列車の走行に係る騒音の予測結果（御嵩町、可児市）
御嵩、可児

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）（市町の主な代表地点）

■予測結果

ガイドウェイ中 高架橋 都市計画区域
所在地

ガイドウェイ中
心からの距離

高架橋
高さ

都市計画区域
指定状況

環境対策工 予測値

01
御嵩町
美佐野

25m
約10m 非線引き区域 防音防災フード

66dB

50 63dB美佐野 50m 63dB

02
可児市
久々利

約150m 約20m 非線引き区域 防音壁（3.5m） 75dB

●主な環境保全措置

・沿線土地利用対策、個別家屋対策
・防音壁、防音防災フードの設置 など

●主な環境保全措置



振動の予測結果・主な環境保全措置

●列車の走行列車 走行

岐阜県内では地上の走行に係る振動については５地点、地下の走
行に係る振動については４地点で予測を行いました

■予測結果

行に係る振動については４地点で予測を行いました。

山梨リニア実験線の測定結果に基づき予測した結果、新幹線鉄道
振動の勧告値よりも十分小さい値となります。

ガイドウェイ中心
高架橋高さ 予測値 勧告値 適合状況

振動の勧告値よりも十分小さい値となります。

予測結果（地下を走行する場合を除く。）

からの距離
高架橋高さ 予測値 勧告値 適合状況

12.5 m
約10~20 m ＜62 dB 70 dB ○25 m ＜62 dB

トンネル直上
からの位置

土被り 予測値 勧告値 適合状況

予測結果（地下を走行する場合に限る。）

0 m
約15~45 m ＜48 dB 70 dB ○10 m ＜48 dB

●主な環境保全措置
・桁支承部の維持管理の徹底
・ガイドウェイの維持管理の徹底

な環境保 措置



トンネル微気圧波とは

・トンネル微気圧波とは、列車のトンネル突入により生じた圧縮波がトトンネル微気圧波とは、列車のトンネル突入により生じた圧縮波がト
ンネル内を音速で伝播し、反対側の坑口などからパルス状の圧力
波となって放射され、ドンという音が発生する現象です

トンネル微気圧波発生のイメージ



微気圧波の予測結果・主な環境保全措置

●列車の走行

微気圧波については、山岳トンネルにおいては緩衝工端部から
２０ｍ、５０ｍ、８０ｍ離れの地点で、また非常口においては換気

●列車の走行

、 、 離れ 点 、ま 非常 お 換気
口から２０ｍ、５０ｍ離れの地点で予測を行いました。
微気圧波の予測結果は、整備新幹線の基準値以下になります。

計画施設
緩衝工端部又は
非常口からの距離

予測値 基準値

■予測結果

非常口からの距離

山岳トンネル

20 m 42 Pa

坑口中心から20mの地点：原則50Pa以下
50 m 28 Pa

坑口中心から20mの地点：原則50Pa以下
民家近傍での微気圧波のピーク値：20Pa以下80 m 18 Pa

非常口（山岳部）
20 m 18 Pa

50 m 9 Pa50 m 9 Pa

●主な環境保全措置

・緩衝工の設置 維持管理・緩衝工の設置、維持管理
・多孔板の設置、維持管理



低周波音の予測結果・主な環境保全措置

●鉄道施設（換気施設）の供用 可児、多治見

低周波音については、換気口から２０ｍ、５０ｍ離れの地点
で予測を行いました。

●鉄道施設（換気施設）の供用

で予測を行いました。
低周波音の予測結果は、参考値以下になると予測します。

参考値

項目 閾値 出典

「低周波音に対する感覚と評価に関する

参考値

心理的影響 「感覚実験結果」との比較
「低周波音に対する感覚と評価に関する
基礎研究」（昭和55年度文部省科学研究
費「環境科学」特別研究）中村俊一ら

感覚閾値 G特性低周波音圧レベルで100 dB ISO-7196

物的影響 「建具等のがたつきの閾値」曲線
「低周波音の測定方法に関するマニュア
ル （環境庁大気保全局）

建具等のがた きの閾値」曲線
ル」（環境庁大気保全局）

●主な環境保全措置

・環境対策型換気施設の採用
・消音設備・多孔板の設置 など



水質、水底の底質の予測結果・主な環境保全措置

●水質

切土工等又は既存の工作物の除去、トンネルの工事、工事
施工ヤードの設置、鉄道施設（駅、車両基地）の供用に伴う水質

●水質

施 ヤ ドの設置、鉄道施設（駅、車両基地）の供用に伴う水質

（水の濁り、水の汚れ）への影響については、排水の適切な処理
等の環境保全措置を実施することにより小さいと予測します。

・排水の適切な処理

●主な環境保全措置

排水の適切な処理
・工事排水の監視 など

●水底の底質●水底の底質
切土工等又は既存の工作物の除去に伴う水底の底質への
影響については、汚染が認められなかったこと、工事の実施に
おいて有害物質を新たに持ち込む作業は含まれていないこと
から、生じないと予測します。

・河川内工事における工事排水の適切な処理

●主な環境保全措置



地下水、水資源の予測結果・主な環境保全措置

●トンネルの工事、鉄道施設（トンネル）の存在

トンネルの工事及び鉄道施設の存在に伴う地下水・水資源へ
の影響については、適切な構造及び工法の採用等の環境保全
措置を実施する とから 全体とし 小さ と予測します

事、鉄道施設（ ） 存在

措置を実施することから、全体として小さいと予測します。

なお、破砕帯等の周辺の一部では地下水の水位に影響が
生じる可能性があります 地下水を利用した水資源に与える影響生じる可能性があります。地下水を利用した水資源に与える影響
の予測に不確実性があることから事後調査を実施します。

●主な環境保全措置●主な環境保全措置

・適切な構造及び工法の採用
・薬液注入工法における指針の順守 など薬液注入工法における指針の順守 など

●事後調査

トンネル計画路線周辺の主な井戸の水位 河川の流量トンネル計画路線周辺の主な井戸の水位、河川の流量

調査時期 工事前・工事中・工事完了後一定期間

調査地域 トンネル計画路線周辺の主な井戸、河川調査地域 トンネル計画路線周辺の主な井戸、河川

調査方法 水位：「地下水調査及び観測指針(案)」(平成5年建設省河川局)
流量：「水質調査法」(昭和46年環水管30号)



地盤沈下の予測結果・主な環境保全措置

●トンネルの工事

トンネルの工事に係る地盤沈下への影響については、適切な
構造及び工法の採用の環境保全措置を実施することにより、な
と予測 ます

事

いと予測します。

●主な環境保全措置な環境保 措置

・適切な構造及び工法の採用



地下水、水資源、地盤沈下の予測結果・主な環境保全措置

●鉄道施設（車両基地）の供用 中津川

鉄道施設（車両基地）の供用に係る地下水・水資源・地盤沈下
の影響については、適切な揚水位置や揚水量の計画等の環境
保全措置を実施する とから 小さ と予測 ます

鉄道施設（車両 ） 供用

保全措置を実施することから、小さいと予測します。

・適切な揚水位置や揚水量の計画

●主な環境保全措置

・上水道からの取水



土壌汚染の予測結果・主な環境保全措置

切土工等又は既存の工作物の除去、トンネルの工事に係る
土壌汚染については、有害物質の有無の確認と基準に適合
しない土壌の適切な処理の実施等の環境保全措置を実施するしない土壌の適切な処理の実施等の環境保全措置を実施する
ことにより影響はないと予測します。

・有害物質の有無の確認と基準に適合しない土壌の適切な処理

●主な環境保全措置

など



黄鉄鉱を含む発生土（美濃帯）への対応について
土岐、御嵩、可児、多治見

• 過去に東濃地域のトンネル工事で、残土処理場から、美濃帯
を掘削した土砂の中に含まれる黄鉄鉱に起因して、硫酸等の
酸性水や溶出した重金属が流出した事象が発生しています酸性水や溶出した重金属が流出した事象が発生しています。

美濃帯の土砂 酸素を含む水
（雨水や地下水） 硫酸等の酸性水や

黄鉄鉱
と反応

硫酸等の酸性水や
溶出した重金属が

流出

黄鉄鉱を含む美濃帯については 重金属等に関する調査を• 黄鉄鉱を含む美濃帯については、重金属等に関する調査を
定期的に実施し、基準に適合しない発生土は関連法令等に
基づき処理、処分するため影響はないと予測します。基 き処理、処分するため影響はな と予測します。



ウラン鉱床について

ウラン鉱床については 独立行政法人 日本原子力研究開発

瑞浪、土岐、御嵩、
可児、多治見

• ウラン鉱床については、独立行政法人 日本原子力研究開発
機構（旧動燃）から、資料収集及びヒアリングを行いました。

• 旧動燃は、約1 400本のボーリング調査を行い、ウラン鉱床の旧動燃は、約1,400本のボ リング調査を行い、ウラン鉱床の
位置を把握しています。

• 東濃地域のウラン鉱床は、主としておわん形に窪んだ花こう岩
ときき うたんるいそうとききょうたんるいそう

の上部に堆積した瑞浪層群のうち土岐夾炭累層と花こう岩と
の境界部分などに見られます。

明世累層など
堆積

あけよるいそう

土岐夾炭累層

（堆積層）
瑞浪層群

ウラン蓄積箇所ウラン蓄積箇所

ウラン蓄積箇所のイメージ図

花こう岩ウラン蓄積箇所ウラン蓄積箇所→→



ウラン鉱床への対応について

• 計画路線はウラン鉱床を回避しています。

瑞浪、土岐、御嵩、
可児、多治見

計画路線はウラン鉱床を回避しています。

鉱床（0.01% U3O8以上）

出典：「日本のウラン資源」（動力炉・核燃料開発事業団）に一部加筆



地形及び地質、文化財の予測結果・主な環境保全措置

●重要な地形及び地質●重要な地形及び地質

工事施工ヤードの設置及び鉄道施設の存在における重要な地
形及び地質への影響については 土地の改変をできる限り小さく形及び地質への影響については、土地の改変をできる限り小さく
した工事施工ヤード、鉄道施設の配置計画等の環境保全措置を
実施することにより小さいと予測します。

・地形の改変をできる限り小さくした工事施工ヤード、鉄道施設の
●主な環境保全措置

配置計画

●文化財

鉄道施設の存在に係る文化財への影響については、1件の指定
等文化財及び13箇所の埋蔵文化財包蔵地の一部が改変される
可能性がありますが、適切な構造及び工法の採用等の環境保全
措置を実施することから、影響は小さいと予測します。

・適切な構造及び工法の採用 など

●主な環境保全措置



日照阻害の予測結果・主な環境保全措置

●日照阻害

鉄道施設（嵩上式、駅）の存在に伴い一部で日影による影響が
生ずると予測します 事業の実施時には事前確認を実施し

●日照阻害

生ずると予測します。事業の実施時には事前確認を実施し、
影響が認められる場合は公共補償の基準に従って対応いた
します。します。
鉄道施設（車両基地、換気施設）については、条例等に則り、
計画していきます。

●主な環境保全措置

・鉄道施設の構造物の形式・配置等の工夫



電波障害の予測結果・主な環境保全措置

●電波障害●電波障害

鉄道施設（嵩上式、駅、車両基地、換気施設、変電施設）の
存在に係る電波の遮蔽により 部でテレビジョン受信障害が存在に係る電波の遮蔽により、一部でテレビジョン受信障害が
発生すると予測します。
事業の実施時には事前確認を実施し、障害が認められる場合事業の実施時には事前確認を実施し、障害が認められる場合
は環境保全措置を講じます。

●主な環境保全措置

・受信施設の移設または改良 など



磁界の予測結果

●磁界●磁界

列車の走行（地下を走行する場合を除く。）に伴う磁界について
は 岐阜県内では５地点で予測を行いましたは、岐阜県内では５地点で予測を行いました。

山梨リニア実験線の測定結果に基づき予測した結果、国の定
める基準値よりも十分小さい値となります。

■予測結果

磁界（磁束密度）

予測最大値 基準値

①① 0.015mT以下
1.2mT

② 0.020mT以下

① ②



磁界の予測位置（中津川市） 中津川

01

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

岐阜県駅

凡例

02

岐阜県駅

中部車両基地（工場）

非常口（山岳部）

変電施設

市町の主な代表地点

恵那市

市町の主な代表地点

路線近傍の学校、病院等



磁界の予測結果（中津川市）

列車 走行（地 を走行する場合を除く ）

中津川

中津川市内では、２地点で予測を行いました。

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）

予測結果は、山梨リニア実験線の測定結果に基づき予測した
結果、国の定める基準値よりも十分小さい値となります。

■予測結果

所在地
磁界（磁束密度） 鉄道施設

備考所在地
磁界（磁束密度） 鉄道施設

備考
予測値 基準値 高さ 種類

01 瀬戸
① 0.004mT

約15ｍ 橋梁 -
② 0 004 T

瀬戸

1.2mT

約 橋梁
② 0.004mT

02 千旦林
- ＜0.001mT

約20ｍ 地上駅
水平距離
離れ７０ｍ- -



磁界の予測位置（恵那市） 恵那

0101

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

非常口（山岳部）

凡例

瑞浪市
変電施設

市町の主な代表地点



磁界の予測結果（恵那市）

列車 走行（地 を走行する場合を除く ）

恵那

恵那市内では、１地点で予測を行いました。

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）

予測結果は、山梨リニア実験線の測定結果に基づき予測した
結果、国の定める基準値よりも十分小さい値となります。

■予測結果

磁界（磁束密度） 鉄道施設
所在地

磁界（磁束密度） 鉄道施設

予測値 基準値 高さ 種類

大井町
① 0.015mT

1 2 T 約10 橋梁大井町 1.2mT 約10ｍ 橋梁
② 0.020mT



磁界の予測位置（御嵩町） 御嵩

01
可児市

瑞浪市

可児市

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

凡例

土岐市

非常口（山岳部）

市町の主な代表地点



磁界の予測結果（御嵩町）

列車 走行（地 を走行する場合を除く ）

御嵩

御嵩町内では、１地点で予測を行いました。

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）

予測結果は、山梨リニア実験線の測定結果に基づき予測した
結果、国の定める基準値よりも十分小さい値となります。

■予測結果

所在地
磁界（磁束密度） 鉄道施設

予測値 基準値 高さ 種類

① 0 015mT
美佐野

① 0.015mT
1.2mT 約10ｍ 高架橋

② 0.020mT



磁界の予測位置（可児市） 可児

01

御嵩町

瑞浪市

01

計画路線（トンネル部）

計画路線（地上部）

非常 （山岳部）

凡例

土岐市

非常口（山岳部）

市町の主な代表地点



磁界の予測結果（可児市）

列車 走行（地 を走行する場合を除く ）

可児

可児市内では、１地点で予測を行いました。

●列車の走行（地下を走行する場合を除く。）

予測結果は、山梨リニア実験線の測定結果に基づき予測した
結果、国の定める基準値よりも十分小さい値となります。

■予測結果

磁界（磁束密度） 鉄道施設
所在地

磁界（磁束密度） 鉄道施設

予測値 基準値 高さ 種類

久々利
① 0.002mT

1 2 T 約20 高架橋久々利 1.2mT 約20ｍ 高架橋
② 0.002mT



動物・植物の予測結果

●動物 植物

重要な動物・植物への影響は、生息・生育環境に変化は生じな

●動物・植物

い、もしくは生息・生育環境に生じる影響の程度がわずかである
ことから、全体として小さいと予測します。

岐阜県内で確認された主な動物・植物岐阜県内で確認された主な動物 植物

オオタカ ギフチョウ シデコブシ ヒトツバタゴ



生態系の予測結果

●生態系

地域を特徴づける生態系への影響は、注目種等のハビタット（生
息 生育基盤） 変化は生じな も くは ビタ 生じる影響

●生態系

息・生育基盤）に変化は生じない、もしくはハビタットに生じる影響
の程度がわずかであることから、全体として小さいと予測します。

里地・里山の生態系（東濃地域）における生態系模式断面図



動物・植物・生態系の予測結果

なお 一部の種について 生息・生育環境の一部が保全されななお、 部の種について、生息 生育環境の 部が保全されな
い可能性があると予測しますが、環境保全措置を実施することに
より影響は小さいものと予測します。

分類 種名

動物
鳥類 ハチクマ、オオタカ、サシバ

動物
（５種）

昆虫類 コガムシ

底生動物 マツカサガイ

植物
（１３種）

サクラバハンノキ、カザグルマ、ハナノキ、
ミズマツバ、イブキボウフウ、スズサイコ、
ミズトラノオ、ミミカキグサ、ホザキノミミカキグサ、
キキョウ、クロホシクサ、ヒメコヌカグサ、キンラン

ハチクマ コガムシ カザグルマ



動物・植物・生態系の主な環境保全措置

・工事に伴う改変区域をできる限り小さくする

●主な環境保全措置

・資材運搬等の適正化

コンディショニングの実施・コンディショニングの実施

・重要な種の移植・播種

・重要な種の生息・生育地の全体又は一部を回避

・重要な種の生育環境の創出 など要 種 育環境 創



重要な種の移植等の環境保全措置の一部については 環境保全

動物・植物・生態系の事後調査

重要な種の移植等の環境保全措置の 部については、環境保全
措置の効果を確認するため、事後調査を実施します。

分類 調査内容分類 調査内容

鳥類 生息状況

調査時期 工事中及び工事後の繁殖期

調査地域 営巣地周辺

動物
調査方法 任意観察等による生息状況の確認

昆虫類
生息状

調査時期 各種の生活史及び生息特性等に応じて設定

調査地域 生息地周辺 び移植箇所周辺
昆虫類
底生動物

生息状況 調査地域 生息地周辺及び移植箇所周辺

調査方法 任意観察等による生息状況の確認

調査時期 各種の生活史及び生育特性等に応じて設定

植物

創出した
生育環境の状況

調査時期 各種の生活史及び生育特性等に応じて設定

調査地域 対象種について創出した生育環境地

調査方法 現地調査（任意観察）による確認
植物

移植・播種した
植物の生育状況

調査時期 各種の生活史及び生育特性等に応じて設定

調査地域 移植・播種を講じた植物の移植先生育地

調査方法 現地調査（任意観察）による確認調査方法 現地調査（任意観察）による確認



景観の予測結果

第２木曽川橋梁等の主要な高架橋 橋梁については 有識者第２木曽川橋梁等の主要な高架橋・橋梁については、有識者
による景観検討会を行い、その結果を反映しています。その他の
箇所では景観の変化の程度はわずかであり、構造物の形状の箇所では景観の変化の程度はわずかであり、構造物の形状の
配慮等の環境保全措置を実施することにより、景観への影響は
小さいと予測します。

○苗木城跡展望台（中津川市）からの景観

事業実施後

橋梁

・構造物の形状の配慮
●主な環境保全措置



○恵那峡ロード（中津川市）からの景観

景観の予測結果 中津川

那峡 （中津 市） 景観

現況

事業実施後

車両基地 高架橋



○旭ヶ丘地区（恵那市）からの景観

景観の予測結果 恵那

○旭ヶ 地区（恵那市）からの景観

現況

事業実施後

橋梁橋梁



○八坂入彦命墓（可児市）からの景観

景観の予測結果 可児

○八坂入彦命墓（可児市）からの景観

現況

事業実施後

高架橋



人と自然との触れ合いの活動の場の予測結果・主な環境保全措置

鉄道施設（地表式又は掘割式 嵩上式 駅 車両基地）の存在鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、車両基地）の存在
に伴う人と自然との触れ合いの活動の場については、一部の
地点から鉄道施設が視認できますが、鉄道施設の設置位置、地点から鉄道施設が視認できますが、鉄道施設の設置位置、
構造への配慮等の環境保全措置を実施することにより、利用性、
快適性の変化は少なく、影響は小さいと予測します。

中部北陸自然歩道「奥恵那峡と青邨記念館へのみち」
（中津川市 桃山公園）

主な環境保全措置

・鉄道施設の設置位置、構造への配慮

●主な環境保全措置



廃棄物の予測結果・主な環境保全措置

建設工事に伴う建設発生土等の影響及び鉄道施設（駅、車両
基地）の供用に伴う廃棄物の影響については、副産物及び廃棄
物の分別 再資源化等の環境保全措置を実施することにより低物の分別・再資源化等の環境保全措置を実施することにより低
減されていると予測します。

なお、建設発生土等（約1,280万m3）については、本事業内で
再利用、他の公共事業などへの有効利用などを考えています。

●主な環境保全措置

・副産物及び廃棄物の分別・再資源化

●主な環境保全措置



温室効果ガスの予測結果・主な環境保全措置

工事の実施及び鉄道施設の供用に伴う温室効果ガスの影響に
ついては、岐阜県内における１年間に排出される温室効果ガスと
比較して工事で約 0 22％ 供用で約 0 97％と少なく 高効率の比較して工事で約 0.22％、供用で約 0.97％と少なく、高効率の
建設機械の選定等の環境保全措置を実施することにより低減
されていると予測します。されていると予測します。

主な環境保全措

・高効率の建設機械の選定
省 ネ ギ 型製品 導入 など

●主な環境保全措置

・省エネルギー型製品の導入 など



対象事業に係る環境影響の総合的な評価

選定した対象事業に係る環境要素ごとに、調査、予

測及び評価を行った結果、環境保全措置を実施するこ

とによ て 環境 の影響に いて実行可能な範囲でとによって、環境への影響について実行可能な範囲で

回避又は低減が図られ、環境の保全についての配慮回避又は低減が図られ、環境の保全についての配慮

が適正になされている事業であると総合的に評価しま

す。



•磁界は距離の3乗に比例して減衰します。
地下の列車走行に伴う磁界

•例えば、トンネルの深さが15mの場合における地表での磁界は、
＜0. 0013mT(1.3μT)です。

ICNIRPガイドライン 1 22 T 時速 走 時

これは、国の基準であるICNIRPガイドライン※を大幅に
下回るものであり、全く問題ありません。

※ICNIRPガイドライン 1.22mT（時速500km走行時)
400mT（停車時）

地表 車両からの距離地表

15m 磁界は距離の3乗に
比例して減衰

磁界の

比例して減衰

0 磁界の
強さ磁界の減衰イメージ

0



重要湿地の対応について

●重要湿地●重要湿地

環境省の「日本の重要湿地５００」に選定されている沖ノ洞・上ノ
洞 大湫 は きる限り回避するよう路線を計画 ま た洞、大湫については、できる限り回避するよう路線を計画しました。
やむを得ず通過する場合は、トンネル構造とし、環境保全に配慮
しました

重要湿地
「沖ノ洞・上ノ洞」

しました。

「沖ノ洞 上ノ洞」

重要湿地重要湿地
「大湫」



東濃地域の湧水湿地について

●東濃地域 湧水湿地●東濃地域の湧水湿地
湧水湿地は、地層中の不透水層等により湧水及び湿地環境が
創出されている とから 不透水層等の下を通過するトンネル創出されていることから、不透水層等の下を通過するトンネル
による影響は小さく、保全されると予測します。

林内雨

樹幹流 林外雨

土岐砂礫層

湧水 湿地

基盤岩類

出典：里山の生態学 その成り立ちと保全のあり方
広木詔三編 名古屋大学出版会 2002

基盤岩類



環境影響評価の手続き

事業者（当社） 県知事・市町長一 般 の 方 々 事業者（当社） 県知事 市町長

調査･予測･評価の実施

般 の 方 々

準備書
送付

公 告

縦覧（１ヵ月）

-当社環境保全事務所、
市町庁舎などで縦覧

-当社のホームページに 約１ヵ月半

説明会掲載
約 ヵ月半
意見を募集

意見の概要と
事業者の見解の作成

送付
意 見

環境審査会等

意 見

事業者の見解の作成

評価書
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